
5⽉の消費者物価指数（CPI）の伸びが、ほぼ市場予想通りの前
年同⽉⽐+4.87％となったことで安⼼感が広がり、インド10年国債
利回りは低下（価格は上昇）しました。また、インド準備銀⾏（中
央銀⾏、RBI）の公開市場操作による追加買い⼊れへの思惑もイ
ンド債券市場の下⽀えとなりました。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年6⽉15⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年6⽉15⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年6⽉15⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

⽶朝⾸脳会談を波乱なく通過した安⼼感で海外株式市場が堅調
となったことや、市場予想は下回ったものの、伸び率が前⽉より⾼まっ
たインドの4⽉の鉱⼯業⽣産が好感されるなどして、インド株式市場
は上昇しました。

インドの5⽉の貿易⾚字が市場予想を上回って拡⼤したことが嫌気さ
れて、ルピーは対⽶ドルで下落しました。⼀⽅、円も対⽶ドルで下落
し、円の下落幅の⽅が⼤きかったことから、ルピーは対円では上昇しま
した。

（対象期間：2018/6/11〜6/15）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/6/8 2018/6/15 変化幅

7.947 7.889 -0.058

2018/6/8 2018/6/15 変化率

1.614 1.627 +0.79%

2018/6/8 2018/6/15 変化率

35,443.67 35,622.14 +0.50%
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